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【年通号数】公開・登録公報2008-044
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月22日(2010.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デンタルテープにおいて、
　第一の外面、および、前記第一の外面とは反対側の第二の外面を有する芯体を備える単
繊維、
　を備えており、
　前記単繊維が前記デンタルテープとして使用するのに適した厚みおよび幅を有し、
　前記第一または第二の外面の少なくとも一方は、前記芯体内へと突き出す複数のくぼみ
を有し、前記複数のくぼみは、前記第一または第二の外面の前記少なくとも一方の全面積
の約５％から約９５％に設けられており、
　前記くぼみは各々、前記複数のくぼみを備えた前記第一または第二の外面の前記少なく
とも一方に関して、前記芯体内への深さを有し、その深さは、前記複数のくぼみを備えた
前記第一または第二の外面の前記少なくとも一方に対して横断するようにとった前記芯体
の厚みの約０．１％から約９５％に相当する、デンタルテープ。
【請求項２】
　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　前記複数のくぼみは、前記デンタルテープの実質的に全幅にわたって設けられている、
デンタルテープ。
【請求項３】
　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　前記複数のくぼみは、前記デンタルテープの不連続な長手方向の範囲を占めている、デ
ンタルテープ。
【請求項４】
　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　結合剤を含むコーティング、
　をさらに備えている、デンタルテープ。
【請求項５】
　請求項４に記載のデンタルテープにおいて、
　前記コーティングは、活性機能を有する添加剤を含んでいる、デンタルテープ。
【請求項６】
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　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　前記くぼみは、多角形、直線、非直線、卵形、楕円形、および、円形からなる群から選
択された形状である、デンタルテープ。
【請求項７】
　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　前記第一および第二の外面の各々は、前記複数のくぼみを備えている、デンタルテープ
。
【請求項８】
　請求項７に記載のデンタルテープにおいて、
　前記複数のくぼみが占めている前記第一および第二の外面の各々の表面積は、約５％か
ら約９５％である、デンタルテープ。
【請求項９】
　請求項８に記載のデンタルテープにおいて、
　前記複数のくぼみは、前記デンタルテープの実質的に全幅にわたって設けられている、
デンタルテープ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のデンタルテープにおいて、
　前記複数のくぼみは、前記デンタルテープの不連続な長手方向の範囲を占めている、デ
ンタルテープ。
【請求項１１】
　請求項８に記載のデンタルテープにおいて、
　前記くぼみは、多角形、直線、非直線、卵形、楕円形、および、円形からなる群から選
択された形状である、デンタルテープ。
【請求項１２】
　請求項８に記載のデンタルテープにおいて、
　結合剤を含むコーティング、
　をさらに備えている、デンタルテープ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のデンタルテープにおいて、
　前記コーティングは、活性機能を有する添加剤を含む、デンタルテープ。
【請求項１４】
　請求項１に記載のデンタルテープにおいて、
　ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステル、および、フルオロポリマーからなる群か
ら選択されたポリマー、
　を備える、デンタルテープ。
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